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堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

県
道
松
戸
原
木
線
南
側
の
下

貝
塚
３
丁
目
１
番
地
先
か
ら
６

番
地
先
の
市
道
は
、
以
前
か
ら

台
風
や
集
中
豪
雨
の
時
に
道
路

が
冠
水
し
、
地
域
住
民
の
日
常

生
活
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。

住
民
か
ら
改
善
の
陳
情
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
。
道
路
管

理
者
は
県
だ
が
、
市
と
し
て
解

生
活
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る 

解
決
策
は

抜
本
的
対
策
県
に
要
望 

市
も
整
備
続
け
る

下貝塚３丁目付近の道路冠水

決
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

同
地
域
の
道
路
冠
水
は
、

側
溝
に
堆
積
す
る
ご
み
が
流
下

能
力
を
低
下
さ
せ
る
一
因
と
考

え
る
。
可
能
な
部
分
か
ら
対
策

を
講
じ
よ
う
と
、
県
に
よ
る
側

溝
の
蓋
か
け
や
市
に
よ
る
下
流

の
排
水
側
溝
清
掃
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
県
に
要
望
し
、
市
も

継
続
し
て
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
耐
震
改
修
促
進
計
画

で
平
成
27
年
度
ま
で
に
耐
震
化

率
90
％
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

市
川
市
で
は
必
要
な
耐
震
化
が

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
、

市
は
、
民
間
建
築
物
の
耐
震
化

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
耐
震
診
断
を
し
て
も
耐
震

改
修
工
事
に
結
び
つ
か
な
い
人

耐
震
化
率
の
向
上 

市
は
ど
う
図
る

最
新
の
補
助
制
度
を
案
内
し
て
い
く

民間建築物の耐震化

に
対
し
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
無
料
耐
震
相
談
会
や
耐
震

相
談
あ
る
い
は
改
修
設
計
・
工

事
の
助
成
制
度
等
を
設
け
、
民

間
建
築
物
に
対
し
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
診
断
実
施
後
改
修
等
が

未
対
応
の
人
に
は
、
現
況
を
問

い
合
わ
せ
る
と
共
に
、
最
新
の

補
助
制
度
を
案
内
し
、
前
向
き

な
検
討
を
促
し
て
い
く
。

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

現
在
、
市
内
に
市
川
簡
易
裁

判
所
と
千
葉
家
庭
裁
判
所
市
川

出
張
所
は
あ
る
が
、
取
り
扱
え

る
事
件
・
案
件
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
民
は
不
便
を

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
が

狭
い
た
め
、
調
停
等
の
当
事
者

同
士
が
鉢
合
わ
せ
を
す
る
こ
と

も
あ
る
。
地
裁
、
家
裁
の
支
部

と
し
て
の
設
置
を
国
に
対
し
て

国
に
対
し
て
要
望
す
べ
き
で
は

近
隣
市
等
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い

裁判所の支部設置

要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

昭
和
30
年
代
に
、
本
市
が

中
心
に
な
っ
て
船
橋
市
や
浦
安

市
と
共
に
、
最
高
裁
や
国
会
等

に
裁
判
所
の
支
部
設
置
を
働
き

か
け
た
が
、
設
置
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
今
後
、
市
民
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
裁
判
所
を
実

現
す
る
た
め
、
支
部
設
置
に
つ

い
て
、
両
市
や
千
葉
県
弁
護
士

会
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

　

県
は
、
国
の
公
立
学
校
少
人

数
学
級
推
進
計
画
を
前
倒
し
て
、

小
学
校
で
は
、
２
年
生
で
も
35

人
学
級
、
３
年
生
以
上
を
38
人

学
級
と
定
め
る
独
自
の
弾
力
的

な
学
級
編
制
基
準
を
設
け
た
。

　

本
市
で
も
こ
の
制
度
を
運
用

し
て
い
る
が
、
少
人
数
学
級
の

推
進
は
教
員
増
を
伴
う
た
め
、

各
校
へ
の
教
員
の
追
加
配
置
を

推
進
に
向
け
教
員
加
配
必
要
で
は
な
い
か

少人数学級

県
に
、
強
く
要
望
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
で
は
、
県
費
の
加
配

教
員
と
市
費
に
よ
る
補
助
教
員

の
双
方
を
各
校
に
配
置
し
、
学

校
の
実
情
に
合
わ
せ
た
少
人
数

で
の
学
習
の
推
進
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
国
に
よ
る
少
人
数

学
級
の
早
期
実
現
と
教
員
の
加

配
に
つ
い
て
、
県
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

西
部
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

利
用
者
か
ら
の
声
を
取
り
上
げ
、

議
会
で
質
問
し
て
き
た
。
そ
の

後
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、

洋
式
ト
イ
レ
の
増
設
及
び
階
段

の
手
す
り
設
置
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
菅
野
公
民
館

学
習
室
の
音
響
問
題
の
改
善
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
音
響
問
題
の
改
善
を

今
後
も
改
善
措
置
を
行
っ
て
い
く

西部・菅野公民館の施設整備

答　

西
部
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
設
計
委

託
の
段
階
で
あ
り
、
洋
式
ト
イ

レ
は
８
基
を
設
置
、
今
後
も
洋

式
化
を
進
め
る
。
階
段
の
手
す

り
設
置
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

後
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
菅
野

公
民
館
に
つ
い
て
は
、
学
習
室

に
防
音
材
を
貼
る
か
吸
音
カ
ー

テ
ン
等
を
設
置
し
、
吸
音
効
果

を
高
め
る
措
置
を
早
急
に
行
う
。

田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

市
長
が
当
選
し
た
際
に
交
わ

し
た
市
民
と
の
約
束
を
守
っ
て

い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

市
民
に
報
告
す
る
こ
と
も
議
員

の
役
割
と
認
識
し
て
い
る
。
市

長
も
就
任
か
ら
２
年
目
と
な
る

が
、
選
挙
公
約
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ

た
「
市
民
発
の
市
政
」
の
も
と
、

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

今
後
も
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く

市長の選挙公約

市
長
に
就
任
以
来
、
公
約
の
実

現
に
向
け
て
、
保
育
園
の
新
設

や
増
改
築
等
に
よ
る
定
員
増
、

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
の
抑
制
、

狭
あ
い
道
路
対
策
な
ど
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
議
会
や
市
民
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
施
策
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
と
財
政
状
況
に

配
慮
し
、
公
約
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

平
成
23
年
４
月
に
開
館
し
た

菅
野
公
民
館
は
、
利
用
者
に
必

要
な
駐
車
場
や
駐
輪
場
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
さ
れ
、
大
変
人
気
が

あ
る
。
同
公
民
館
周
辺
は
、
学

校
が
多
く
、
真
間
川
沿
い
に
文

学
の
散
歩
道
も
あ
る
。
今
後
、

公
民
館
敷
地
内
の
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
植
樹
を
す
る
等
、
学

園
都
市
、
文
化
の
薫
り
高
い
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を

愛
着
の
あ
る
広
場
を
考
え
て
い
る

菅野公民館の敷地利用

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
が
望

ま
れ
る
が
、
利
用
計
画
を
問
う
。

答　

菅
野
公
民
館
南
側
は
、
部

分
的
に
芝
を
張
り
、
子
供
の
遊

び
場
等
、
地
域
に
根
ざ
し
た
愛

着
の
あ
る
広
場
の
活
用
を
考
え

て
お
り
、
自
治
会
か
ら
の
要
望

で
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
を
移
植
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
の
活
用
も
関
係
部
署

と
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

菅
野
公
民
館

中
山
幸
紀
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

大
野
公
民
館
と
大
柏
出
張
所

は
、
築
30
年
が
経
ち
、
２
階
へ

行
く
公
民
館
の
ス
ロ
ー
プ
も
高

齢
者
や
障
害
者
が
利
用
す
る
に

は
不
便
で
あ
り
、
ま
た
市
内
で

も
利
用
頻
度
が
高
く
、
部
屋
が

足
り
な
い
状
況
で
あ
る
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
を
要
望
し

て
き
た
が
、
整
備
計
画
と
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
等 

今
後
の
見
通
し
は

近
隣
住
民
の
理
解
得
て
工
事
進
め
て
い
く

大野公民館・大柏出張所整備計画

答　

現
在
、
大
野
公
民
館
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
及
び
研
修

室
２
室
の
増
設
の
設
計
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
長
期
に
及
ぶ

工
事
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

そ
の
間
の
公
民
館
の
利
用
や
大

柏
出
張
所
の
業
務
へ
の
配
慮
、

近
隣
住
民
へ
の
説
明
と
理
解
を

得
る
こ
と
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、

関
係
機
関
と
綿
密
に
協
議
を
行

い
つ
つ
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

宮
本　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

防
犯
・
防
災
や
倒
壊
の
危
険

な
ど
の
問
題
か
ら
、
空
き
家
・

廃
屋
対
策
と
し
て
、
柏
市
で
は

空
き
家
等
適
正
管
理
条
例
が
制

定
さ
れ
、
松
戸
市
で
は
23
年
12

月
定
例
会
に
関
係
条
例
案
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
船
橋
市
な
ど

で
も
検
討
中
と
聞
く
が
、
本
市

で
は
、
条
例
制
定
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

老
朽
化
の
著
し
い
空
き
家

等
に
つ
い
て
は
、
防
犯
、
防
災
、

衛
生
面
等
で
、
近
隣
住
民
か
ら

対
策
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
喫
緊
の
課
題
と
受
け
止
め

て
い
る
。
今
後
は
、
先
進
事
例

も
参
考
に
し
て
、
廃
屋
等
の
老

朽
危
険
空
き
家
や
、
そ
の
敷
地

対
策
に
着
目
し
た
制
度
創
設
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

空き家・廃屋対策
条例制定に向け 市の考えは

制度創設を目指していきたい

教 育

行 政

ま ち づ く り


